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T.S.エリオットの祖父と RH.ブラッドリーの「絶対者J

-1910-15年に焦点を当てて一

古賀元章

はじめに

T. S. Eliot (1888-1965）は、両親一父親 HenryWare Eliot, Sr. (1843-1919）、母親

Charlotte Champe Eliot ( 1843-1929）ーの厳格な家庭教育のもとで育てられている。彼

らの教育方針の源となっているのは、エリオットの祖父 W出iamGreenleaf Eliot ( 1811 -

87）である。キリスト教ユニテリアン派1の牧師で、あった祖父は、後世に名を残すほど輝か

しい社会活動に全身全霊をささげている。たとえば、教会の建設はもちろんのこと、学校、

大学、救貧基金、衛生委員会の設立に助力を惜しまなかったり、生活貧者や病人のための仕

事に精力的に行ったりしている（Ackroyd16・17）。

しかしエリオットは、祖父の高い倫理感を両親から意識させられたことが人生上の足かせ

となって苦悩している。その苦悩から解放されるため、エリオットは二度の行動をする。そ

れは、 1910・11年のパリ遊学と 1914年の海外留学である。これらの時期、彼はイギリスの

観念論哲学者 RH. Bradley ( 1846-1924）の完全無欠な実在である「絶対者J(the Absolute) 

に心を引かれる。なぜなら、この哲学概念の信奉が彼にとって、絶えず感じていた祖父の重

圧を軽減することにつながると期待したからであると思われる。ところが、 1915年に海外留

学先のロンドンで彼は、アメリカの詩人・批評家 EzraPound ( 1885-1972）と出会ったり、

イギリス人 VivienneHaigh-Wood (1888-1947）と結婚したりする。このような出来事が

一因となり、彼はイギリスに定住して文学に専心し、「絶対者Jを信じなくなる。

そこで本稿では、 1910-15年に焦点を当てて、エリオットが祖父と「絶対者Jを意識し

ながら、人生にどのように立ち向かったのかを考察したい。

1 

1910年、これまで両親の庇護のもとにあったエリオットは、ハーバード大学大学院修士課

程を修了した後、ソルボンヌ大学で勉強するため自分の意志でパリへ遊学する。詩に興味を

持っていた彼にとって、その遊学の目的は、本物の詩を学ぶためであり（“WhatFrance 

Means to You”94）、 1910-11年の IrvingBabbitt (1865-1933）の講義を受講したためで

もある（＇'T.S. Eliot" 102）。こうした目的には伏線が考えられる。それは、 1908年に彼がハ

ーバード学生会館でイギリスの詩人・批評家 ArthurSymons (1865-1945）が著した The

砂mbolistMovement in Literatureを発見し、そこに見られるフランス象徴主義の詩人た

ちの作品に強く引き付けられたことである。このような出来事がし、かに画期的で、あったかは、

この著書が全く新しい感情への手引き、つまり啓示で、あったという彼の発言（“ThePerf込ct
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Critic" 5）からうかがえる。この著書の発見が引き金となって、彼は翌年の学生文芸雑誌

Harvard Ad附JCateの中で，“theAmericans retained to their native country by business 

rel~tions or soci叫itesor by a sense of duty-the last reason implying a real sacrifice-

while their hearts are always in Europe." (qtd. in Jain 37）と欝いて，心がいつもヨーロツ

パにあることを符定している。

今回のコ：リオットの大胆な行動は、以上だけが理由ではなく、彼が両親から受けた厳格な

家庭教育と深い関係があると言える。彼らは最初、その行動に反対している。とりわけ、母

親は猛反対じている。なぜなら、被女は怠子に送った 1910年 4月 3日持の手紙の中で、守

cannot bear to think of your bein菩alonein Paris, the very words説明me a chillプと書い

ているからである （TheLetters of T. S. Eliot 12）。

祖父が、実は、エリオット家に大きな影響を及ぼしていた。彼i立、孫のヱリオットが生ま

れた前年に死去したとはいえ、両親も逆らえないほど絶大な影響力を同家に行使していたの

である。こにリオットは“AmericanLiterature and the American Language，，の中で、彼に

ついて次のように回想している。

The standard of conduct was that which my gran<l:血therhad set: our moral 

judgments, our decisions between duty and self-indulgence, were taken as if, like 

Moses, he had brought down the table of the Law, any deviation企omwhich would be 

sinful. Not the least of these laws, which included injun~tions st巡 morethan 

prohibitions, was the law of Public Service! it is no doubt owing to the impress of this 

law upon my iI由 ntmind that, like other members of family, I have felt, ever since I 

passed beyond my early irresponsible years, an uncomfortめleand very inconvenient 

obligation to serve upon communities. (44) 

祖父はそーセのような存在で、あった。死後もエリオット家を支配する彼の教え（“thelaw of 

Public Service”）は、へブライの立法学者の十戒のようになゥて、エリオットの心の中にず

っと生き続けることになる。ところが彼は、祖父が信奉するユニテリアン派を厚く信仰する

ように育てられたにもかかわらず（＇ 'ToSister Mary James Power，＇’ 6 Dec. 1932; qtd. in 

Power 126）、この宗教の外で成長したと感じ（“［Areview ofJ品nof JlfOman: The S加のrof

D. H. Lawrence. By Middleton Murry”771）、この宗教を行動規範として強要する家庭環

境が重圧となるのである（Powel4）。そうした息の詰まる彼の苦しい心的状態が、上の引用

文の“anuncomfortable and very inconvenient obligation，，に暗示されているどうに思わ

れる。また、先の HarvardAdvocateの“asense of duty--the last reason implying a real 

sacri五.Ce”は、自分が産主面する家寵教育の呪縛への批評として読み取れるであろう。

このように、エリオットがバヲ遊学を決行しようとしたのは、両親による厳しい家葉教青

からの解放と深く結び付いているのである。そこには、祖父の教えに反発する彼の態度がう
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かがえる。この態度がパリ遊学前に書かれた詩の中でも表現されていることを調べるため、

"Portrait ofa Lady" (1910-11）の第二部を見てみよう。この持全体は、大学生の青年の語

りと中年の婦人の話し声から成り立っている。同部では、彼がライラックの花咲く 4月に婦

人を再び訪れる。この花を生けた部屋で、彼女は技を指でひねりながら熱く人生論を語り、

持手への思いやりを示そうとする。しかし、彼女との関係にこれ以上に深入りするのを警戒

して、青年は次のように考える。

I take my hat: how can I make a cowardly amends 

For what she has said to me? 

You w註lsee me any morning in the park 

Reading the comics and the sporting page. 

Particulary I remark. 

An English countess goes upon the stage. 

A Greek was murdered at a Polish dance, 

Another bank defaulter has confessed. 

I keep my countenance, 

I remain self-possessed 

Except when a street-piano, mechanical and tired 

Reiterates some worn-out common song 

With the smell of hyacinths across the garden 

Recalling things that other people have desired. (20) 

Are these ideas right or wrong? (20)2 

締の内を吐露する婦人への非礼な対応を自覚しながらも、彼は公摘で新開の漫画やスポーツ

繍を読んで、心を落ち着かせようとする。彼が新開でミ三つの内若手の三揺記事を注告する。それ

は、イギヲスの伯爵夫人の舞台活動、ギリシャ人の舞踏での殺替、もう 1入の銀行員の公金

額領の告白であるc 最初の記事は青年が鶏入をまだ意識していることを示唆し、 f患の二つの

記事は設が婦人に対する背信行為を意識することを示唆する。繰り切れた流行歌を繰り返す

手回しオルガンは彼女を暗iこ指し、その楽器の機械的で、飽き飽きした音は彼女からの話し声

を暗に指している。こうした場面で彼の脳裏をよぎ、るのは、ヒアシンスの匂いと共に他人の

欲望である。この花は、彼女を改めて異性の対象として彼に喚艇している。

エリオットは、シモンズの The砂mbolistMovement in Literatureが紹介するフランス

象徴主義の詩人たちの中で、とりわけJulesLaforge (1860-87）の影響を受けている。後

に彼は、この詩人が“adedoublement of the personality" （“A Commentary”［1933] 469) 

を用いていると論評している。この論評の言葉は、シモンズの帯番に収められているラフォ

ノレグの＂Autrecomplainte de Lord Pierrot”（61）の諮り 口の振る舞いである。彼は
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親密に話しかける女性を意地悪く郷撤する。“l’Inconscient”（61;Laforgue 85）を気にする

彼の目っきは、彼女が単に交遊の相手だけではなく、彼の自問自答の対象でもあることを物

語っている。そこでこの掠捻は、愛情を寄せる女性の打ち明け話によって予想される自らの

気まずい立場を回避するための彼の防御策なのである。そのため彼は、相手に対し冷淡に応

答する。

ラフオルグの手法は、自分の内心を隠して別の人物の印象を表すことである。このような

手法が、彼の影響のもとで書かれたエリオットの“Po此raitof a Lady" (Green 23n）の青年

の言動に認められる。そこには、両親の家庭教育を介して祖父の影響が認められる。祖父の

Lectures to lOung A必n は、 InternationalHistory Library of Y. M. C. A.から全米に配布

されたが、当然のことながらエリオット家にも常備されていたに違いない（Miller15）。も

しそうであるならば、同書の内容も両親の口から子供たちに語られたであろう。たとえば、

同書では肉欲を抑制することが奨励されている (121・27;Miller 15）。この種の抑制とその反

発との板挟みに陥っていたエリオットの心境が、真面目であるのか遊び戯れているのか即座

に判別付けにくい青年の言動に反映されているであろう。加えて、エリオット家のモットー

は黙して行動することで、あった（CharlotteChampe Eliot 358; Drew 165n）。祖父は沈着な

信仰を説いていた （Discourseson the Doctrines of Christianity 129）ので、このような彼

の信仰の姿勢が孫の自制的な言動に投影されているように思われる。

2 

結果として、エリオットは快く思わない両親を説き伏せてパリへ遊学する。当地で彼は、

本物の詩を学ぶという目的を十分に果たせとは言い難いが、フランス語とのかかわりを深め

ている。たとえば、Nouvellerevue fran~aise を購読し、詩人・劇作家・外交官 Alan-Fournier

(1868-1955）に個人的にフランス語を教わり、彼から紹介されたロシアの小説家 Fyodor

M出hむlovichDostoyevsky ( 1821 -81）の小説（フランス語）を読んでいる。彼はまた、同

じ下宿に住んでいた医学生で、文学にも関心を示すJeanVerdenal (1890-1915）と一緒に、

美体f館に行ったり、最新の書物を論じ合ったりしている。こうした遊学の経験がエリオット

に、この都市で落ち着いてどうにか暮らし、フランス語でものを書こうという考え（副i回ton

99）を抱かせたと恩われる。

しかし、エリオットの心の中が満たされない精神状態を、大学時代の友人で詩人・批評家

ConradAiken (1889-1973）に送った 1914年 12月 31日付の手紙で読み取ることができ

る。そこでは、次のような内容が書き綴られている。

Just at present this is an inconvenience, for I have been going through one of those 

nervous sexual attacks which I m首位企omwhen alone in a city. Why I had almost 

none last fall I don’t ~ow-this is the worst since Paris. I never have them in the 

country.... One walks about the street with one’s desires, and one’s refinement rises 
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up like a wall whenever opportunity approaches. (Letters 82) 

エリオットはオックスフォード大学に樹学した際の不便さを述べている。それは、神経痘の

性的衝動で、パリ以来である。ここで着過できないのは、彼が 1910-11年の遊学先のパリで

も神経症の性的衝動に見舞われながらも、品行方正のよさが盤のように立ちはだかったこと

である。

そこで、こうしたこにリオットの心理描写がこの都市で脱稿された詩にどのように表現され

ているのかを見でみたい。まず“Rhapsodyon a Windy Night" (1911）の場面から引用して

みることiこする。

Half..past Ofle, 

The street-lam予sputtered,

The street-lamp. muttered, 

The street-lamp said，官.egardthat woman 

Who hesitates towa吋syou in the light of the door 

Which opens on her like a grin. (24) 

月光に照らされた場末の街灯がある。そばを主人公の男がとぼとぼと歩いている。午前 1時

半、街灯が突然諮りかけて、彼を；戸口に立つ娼婦に悶を向けさせる。彼女は相手に近づこう

か近づくまいか迷っている。 ドアの開き具合が、樹をむき出してにやにや笑う様子にたとえ

られている。このようなi様子は、彼女がその相手を誘惑したい表情を示唆する。それは同時

に、娼婦を観察した男の自分の心の動きを反映させた光景でもある。そこには、祖父が説く

肉欲の抑制を教育する両親の家臨方針と、若者特有の異性への興味との問で揺れ動くエリオ

ットの心の迷いが認められよう。

同じ頃、“Portraitof a Lady，，の第一部が脊かれている。同部は次のような場面で終わる。。

-Let us take the air, in a tobacco trance, 

Admire the monuments, 

Discuss .the late events, 

Corrects our watches by the public clocks. 

Then sit for half an hour and drink our blocks. (19) 

これは、ある年の霧と煉に覆われた 12月の午後、男は中年の婦人を訪問する場面である。

打ち解けた態度で接しようとするため、彼女は若者が関心を抱きそうな話題（若いピアニス

トによるショパンの音楽）を持ち出す。ところが彼は、婦人への興味と、訪問したことへの

後悔の念が入り混じった複雑な気持ちを抱くようになる。その後、彼に共感を覚えさせるた
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め、彼女は話し相手を持つことが生きがいであると熱っぽく語る。すると、これまで笑みを

滞かべて静観していた青年の思考に次のような変化が起こる。

-Let us take the air, in a tobacco trance, 

Admire the monuments, 

Discuss the late events, 

Corrects our watches by the public clocks. 

Then sit for half an hour and drink our blOcks. (19) 

親識な雰間気を醸し出す婦人の話のペースに巻き込まれないようにするための手管として、

被は部農の外の日常生活にかかわる事柄（記念棟、最近の出来事、公共の時計、僕たちの黒

ピ、…ノレ〉に頭を切り換える。被父が Leetuz恕sto Young長会nの中で若者の教育のために重

視するのは、肉欲の抑制ばかりではなく、教養ある女性の存在の重要さ（123-25; Miller 15）、

アルコーノレ類の禁止（94-107;Miller 15）である。青年の描写に見られるのは、冷淡な態度、

異性への興味、黒ピーノレで、ある。加えて、世俗的な関心もうかがわれる。これらの事柄は祖

父の教えに背く内容である。したがって、上の持行における青年の思考には、祖父の教えに

、た両親の家庭教育への反発がエリオットの詩行に反映されているであろう。

このように、エリオットはパリ滞在中でも、被父の偉大な存在を意識している。そこで、

パリ遊学から帰国する前後の披の意識を理解するため、その頃書かれた詩の表現内容を検討

してみよう。

'The Love Song of J. Al仕edP間企ock”(1910…11）の次のような最後の場面は、エリオ

ットの帰国直前に書き上げられている。

We h~ve lingered in the chambers of the sea 

By sea-girls wreathed with sea.weed red and brown 

T滋 humanvoices wa匙eus, and we drown. (17) 

We”（“we＇＇）や“ us”は、 ロックと彼の同伴者である。彼らが出かける先は、

イタリアルネヅサンス期の彫刻家・画家・建築家ミケランジエロ（1475-1564）を話す女性

たちの部屋であるG この主人公は、 40議栓の男性であるし、エリオット自身でもある（＂ T.S.

Eliot …An Interview" 17）。当時の母親はセントルイスのf本曜クラブj(Wednesday’s Club) 

という女性組織の指導的な立壌にあり、会合でミケランジェロが持ち出された（廷olt11・12）。

うすると、被女は自宅でも娘たちと一緒にこのイタリアの偉人を話題にしたと察せられる。

主人公の名前や部屋を取り巻く煙霧がエリオットの子供時代から借用されている点3を考え

ると、彼の同伴者はその頃の詩人を指すであろう。大学時代の友人 W.G.’l'inckom・Fernadez

エリオットがパリへ遊学する前に彼の家の別荘を訪問したとき、物静かなたたずまいの
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家族自らんを呂撃Lている（81）。後iこエリオットは、この別荘から晃渡す漁港の景色に感

激している（"Publishers’Preface，，計i）。このような強い印象が赤や褐色の海草の表現に反

映されていると思われる。畿はまた、この別荘の先にあるニューイングランド海岸沖の大西

洋が少年時代の想像力をかき：立てたことを述穣する（“Address”136）。こうした述穣が人魚

のイメージ形成のー閣となっているで、あろう。セントルイスの生家の近くをミシシッピー河

が流れていた。子供時代の広リオットは、洪水したこの河を見に行くのが楽しみであったと

述懐している（“Froma Distinguished Former St. Louisan”3B；“Letters Cites City 

Influence on T. S. Eliot" 88）。そこで最終行の溺死のイメージは、パリから帰悶直前のエリ

オットがニューイングランド海やミシシッピー河を懐かしく思い起こすことを感じさせる。

それは、プルーフロックが問伴者と共に、忘れられない婦人たちのいる部臆に再び出かけた

い気持ちに駆られることをポ駿するであろうし、詩人がエリオット家に引き寄せられること

も示唆するであろう。

エリオットが帰国した後、“Portraitof a Lady，，の第四部が完成される。同部の最終行は

次の通りである。

And should I have the right to smile? (21) 

青年は中年の婦人の死を強定して、今まで笑みを浮かべながら対応していた彼女への背信行

為を振り返っている。彼は相手との付き合いを解消することができないで、いる。そこから浮

かび、上がるのは、これからも婦人を思い出して良心の阿責に苦しめられる彼の獲であろう。

息子の健康面を心配して、母親は彼を、ハーバード大学を受験させる前の 1905年に、ボス

トン郊外のミルトン・アカヂミ…（MiltonAcademy）に通わせている。彼女は、同校での

息子の生活を気づかう八過の手紙を校長宛に書いている （Letters3-10）。パリ遊学直前の

1910年 5月、エリオットは 1人の狸紅熱の擬似患者が出たため、入院させられる。それを

開いた母親は、早速、病院へ駆けつける（Ackroyd40）。これらの事実からわかるように、

エリオットが中年の婦人を描写していたときも、母親の存在を意識していたと言える。そう

すると、ニの詩の最終行は、エリオットが慈愛深い母親に対する良心の崎撲に悩む姿も靖示

するであろう。

パヲ遊学中や持層後の詩作は、エリオットが家へ帰属せざるを得ない意識と母親に対して

抱く背信行為の意識を描いている。両方に共通する人物が、同家を支配し、母親者媒介して

影響を及ぼす祖父であ石。したがって、こうした時期のエリオットは自に見えない祖父から

の重圧に苦しんでいたのである。

3 

バリに滞在していたエリオットは、特にHenriBergson (1859-1941）の哲学にも興味を

抱き、彼が毎週金曜日に国立の尚等教育機関コレージュ・ド・フランス（Collegede France) 
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で行う講義に出席する。当時のエリオットは、ベルクソンの哲学への一時的な心酔を経験し

(A 必•rmon 5）、彼の著書、講義、個性から恕、像力をかき立てられている（introductionto 

Leisure 11）。パリから帰国した後、エリオットは車稿“Draftof a Paper on Bergson”を書

き上げる。この草稿でエリオットは、“theBergsonian space is very largely a borrowing 

仕omBerkeley (qtd. in Habib 48）と記し、ベルクソンの提間について次のような評価を行

っている。

Bergson’s space is the Berkeleyan pure space; for Berkley non幽 existence…for

Bergson it cannot be so summarily disposed of-it both exists, and not exists .. 

Space is, as Bradley might 閥抗 notillusion but appearance. (qtd. in Habib 48) 

イギリスの哲学者 GeorgeBerkeley (1685-1753）は、「事物はすべて観念として知覚され

るかぎりにおいてのみ存在を知らされる0 .・・・・咽知覚されずに心の外に実在する物質世界

はありえない0 ・．．．．．一般に知覚される存荘としての観念は、知覚される存在としての非

観念的精神なくしてありえないJ（『哲学事典·~ 1093）と特える。パークリーによれば、物質

をわれわれの精神の内部に移行して、観念であると俄じ、知覚されずに心の外にある純粋観

念（純粋空間）は非存在である。エリオットは、 を対象としてする点で、パークリーも

ベノレクソンも似ていると判断する。とはいえ、ベノレクソンは Aぬ胎randllか1mozyの序文で、

イメージに関して、観念論者が表象と呼ぶものよりも勝っているが、実在論者が事物と呼ぶ

ものよりも劣っている存在なので、表象と事物の中間であると解釈する（9）。そうした空間

がエリオットにとって、“amiddle ground between idealism and realism”（屯td.in Habib 

48）と見なされるのである。その結果、ベノレグ、ソンがイメ…ジする空間は、表象として存在

するが、事物として存在しないことになる。ことりオットが主張する空間観は、ベルクソン的

な幻想、ではなくて、イギリスの哲学者ブラッドリ…的な絞象に基づいている。ブラッドヲー

の Appearanceand Reah"ザでは、あらゆる執念に詣る真理やあらゆる実在に寝る実在を呂

指す所には、完全無欠な f絶対者J(the Absolute）の生命があるし、われわれの感覚による

坂象と f絶対者j が不可分の関係にある（431暢 32）。このような彼の哲学思想が、エリオッ

トの空認観の拠り所となっている口

ここで、エリオットがブラッドリーの f絶対者jへ依拠することに注目したい。この f絶

対者Jf土、完全無欠であるという点で、到庶太刀打ちできない偉人（＇ 'ToMary’I'revelya札”16

Nov. 1942; Spur 4, 269n）として尊敬される彼の被父を連想させる。エリオットは、本稿で

の詩の表現内容から察して、両親の家庭教育を介して強要される祖父の教えに従瀬ではなか

ったρ そこで彼は、祖父に取って代わる存権として f絶対者j に心の支えを求めていると思

われるし、 f絶対者Jと依象の相関関係が自らの様々な状況に対して柔軟に対応できると判断

していると思われる。

さて、“Thatwhich is given, that which is real, is something intermediate between 
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divided extension and pure ine説ension.＇’ （Matお-rand.Aゐ'JilQ写r245; Habib 49｝を引用し

て、エリオットは次のように空間論を繰り広げる。

[Bergson〕hasthrown space overboard entirely … Homogeneous space then, 

consequently any extrinsic relations given by analysis, will be simply the reflection 

of the intellect …Homogeneous space can be only an extrinsic relation set up inside 

our intrinsic relations. (qtd. in Habib 49) 

抽象的空路の広がりを区分することにより、無様に分割が可能な延長が構成され、その構成

を徴絡に区分して得られる広がりのない感覚により、イメージが再構成されるほfatお-rand

長島'lilO.早r245）。ベノレクソンの著書からの文章の“somethingintermediate，，は、延長物と非

延長物を取り持つ広がりである。その広がりがベノレクソンにとって実在である。延長物の感

覚的性質の連続の背景に、変形可能で、あったり縮小可能であったりする網が考えられる。こ

うした観念的な図式が彼の等質空間であるはぬtterand.il.必・mory209・10）。しかしこ£リオッ

トは、この等質さ夜間がわれわれの知性の反省による内的関係、の中で築かれた外的関係である

と論述している。内的関係を第一義的に見なす彼の空間論は、先の“Spaceis, as Bradley 

might saぁnot出usionbut appearance.”が示唆するように、 f絶対者J（実在）と仮象の相

関関係iこ基づいているの

エヲオットは、 5必tterand長femoryの最後の第4章会最も重要なベノレクソンの哲学と判

断し (Habib52）、 j湾章からの 182頁を考獲に入れた次のような文章を書き隷っている。

明弓1atis the exact different between the heterogeneous qualities which succeed each 

other in our concrete perception and the homogeneous changes which science sets 

behind these perceptions in space? The first are di.scontinuous and cannot be 

deduced仕omone another; the second on the contrary lend themselves to calculation. 

匂td.in Habib 52) 

ここで問題にされているのは、具捧的知覚の中で継起する異質的性賓と、科学がこの知覚の

背後にある空間に鐙く等質的変化との正確な違いである。異質的性質は非連続的なので、五い

から得ることができないが、等質的変化は計算から得ることができる。ベルクソンはA命tter

and Memoryの中でこの内容に続けて両方の性質の違いを繰り広げる。実際の具体的知覚が

純粋知覚による無数の記憶力の総合であれば、感覚的性質の異質性はわれわれの記憶作用の

収縮によるもので、あり、客観的変化の相対的等質性はこの記憶作用の自然な緊張による。そ

の結果、この緊張が、記憶力におけるような最と、具体的知覚や科学におけるような質を仲

裁するのである（182・83）。

このように、ベルクソンの哲学は異体的知覚と記龍作用に言及している。両方に欠かせな
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いのが持続する運動である。エリオットは、“movementis reality itself, and im題。，bilityis 

always only apparent or relative.”（Creative Evolution 155; Habib '52）や、百［movement]

is an absolute.” （Mattθ'FandA必•mo写r196; Habib 52）に注目している。彼が草稿の中で触

れる Laperception du changement (Habib 46）では、運動自体は変化であると共に実夜で

あることが述べられている (18・37）。こうして持続する避勧は、ベルクソンの場合、実夜で

ある。しかしエリオットは、この点について次のように疑問を抱くのである。

Motion is reali・ty,is the last word of M[atter] and M[emory], but this question 

remains unanswered: what is motion, apart consciousness on the o殴 hand,and from 

sensation on the other hand? (qtd. in Habib 53) 

Matter and Memoryを論じた結果、エリオットは開審の要燥が“Motionis realiザである

と締めくくっている。ベノレクソンによれば、われわれの意識がわれわれから独立した空間で

の物体の運動を感覚的に把握し、感覚がその内容を空間に投射して物体の運動と重なり合う

(Matter and Memory202）。そこで動きは、意識や感覚と深く関係がある。しかしエリオッ

トは、意識や感覚から離れた空間での動きが何であるのかが未解決であると論じている。

結局、エリオットは、“wecannot詑 stat the duree’reele. It is simply not final.”（qtd.in 

Habib 53）と述べて、“nothingessent認めrnew can ever happen; the absolute, as Bradley 

says, bears buds and flowers andをuitat once…A is already so completely B, and B so 

completely A that there is nothing to say about either…This is my interpretation of 

Bergson." (qtd. in Habib 53）と論評する。ベノレクソンのように持続を実在とすれば、 Aは

すでにBとなり、その逆も言えるので、本質的に新しいことは何も決して起こらない。この

エリオットの批評は持続そのものを執械に否定することを強調している観がある。彼には祖

父が絶えず付きまとう意識があった。そこで、持続否予定の強調は、彼がどうにかして組父の

見えない影響力を間過をしたい心境を示唆していると替えよう。ブラッドリーの f絶対者jが

芽・花・実を共に有した完全な実在として持ち出されている。彼の主銀は、ベノレクソンの心

の自由裁量ではなく、ブラッドヲーの f絶対者j と仮象の祁関関係を土台とする心の規律に

向けられている。このような規律は、複父の影響力を和らげて、自立心を養えるからである。

しかしエリオットは、人生における進路について悩んで、いる。そのことが当時の詩作に表

現されている。たとえば、未発表の詩“Pru合ock’sPe~辻訴lium”（1912 ？）の次のような最

後の詩行を引用してみたい。

I have heard my Madness chatter before day 

I have seen the world roll up into a ball 

The suddenly dissolve and fall away. (Inventions of the March Hare 44) 
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1910-11年の岬TheLove Song of J. Alfred Pru仕ock”の主人公は、既述のように、 40歳位

の男であると同時に詩人自身で、あった。そのことは、 1912年頃の詩に登場する同じ名前の主

人公にも当てはまるであろう。不眠の夜の彼は、子供たちが街角でめそめそ泣くのを聞いた

り、娼婦たちが路地口に立つのを見たりする。このような光景は、パリで脱稿された 1911

年の“Rhapsodyon a Windy Nighず’での娼婦や子供たちの光景を思い起こさせる。 1911

の詩では、 1人のj惑が真夜中から午前4時までの場末の荒涼とした状況を観察しながら帰港

経過を描写している。その描写は、活気のない場末の人間生活に対する彼の恐怖を表現して

いる。上の詩行の 1行目の“myMadness，，は、 1911年の詩と同じような主人公の恐怖を示

唆するであろうし、上の詩行全体は、この恐怖を彼の狂人めいた発言で、伝えているであろう。

この未発表の詩におけるプルーフロックは、見たところ、狂人的な人物であるという印象

を与える。この印象には、フランスへ遊学した際に注目したエリオットが鐘大な心理学者と

晃なした PierreJanet (1859-1947) （“A Commentary押［1934〕452）の影響が認められ

る。彼が住んで、いた当時のボストンは、プランスで展開されていた概念（ヒステリー、心期

学上の分離、二議・多重の人格）を研究していた場所で、あった（Gish111）。こうした環境

のもとで、彼はジャネの著書－Neroses et ides fixes, Les obsessions et la psychasthenie 

ーを読んでいる（Gordon14; Jain 170, 294n）。ジャネは、神経系の病気で特徴的な病理上

の心理学を理解するため、ヒステリーを研究すべきであると主張する。彼によれば、ヒスデ

リーは、鱈人的意識のうつ病の形襲、銀性を形成する観会・機能の体系が分離されたり解放

されたりする額肉である （TheA脅か砂潤rptomsof母 steria332）。ヒステリー患者には、

神経が衰弱レ心理学的統合が低下するため、一点だけを見つめる奇妙なヴィジョンがある。

このような幻覚症状の患者は、平素の人格と精神的動機に起因する別の人格を共有する。

不眠の夜を過ごすブルーフロックの姿には、ジャネが考える幻覚症状の患者に似たような

奇妙なヴィジョンが見られる。そこで、エリオットは、ヒステリ…患者のような主人公を描

きながら、人生の進路に悩む日々を解放しようとしたと言えよう。しかし、夜明けが近づく

ことは、そうした解放が実現できないことを暗示する。先の岬TheLove Song of J. Al合ed

Pru企ock”の最後の溺死の場面は、エリオットが家族のもとに引き寄せられること、つまり

その源である祖父の盤圧に屈することを暗示する。 1912年頃の未発表の詩は、この重圧が彼

に帰国後も大きくのし掛かっていることを表現しているのである。

1913年春、エリオットはエール大学からの客員教授で観念論哲学者 CharlesMontague 

B誌.ewell(1867 -1957）のセミナー“衣服tianPhilosophy”に出席する。設は、このセミ

ナーのために ThreeEssays on Kantという来発表の原穣を書いている。その接、参考図番

として利用されたのが、ベイクエルのゐurceBook in American Philosophyである。被はその

参考図書で次のような文に注目する。

I have sought to understand myself. (Bakewell 34; Cuddy 68) 



In the circumference of a circle beginning and end coincide. (Bakewell 34; Cuddy 97) 

最初の文が彼の目を引き付けたのは、これからの人生の進路について苦悩する自分の姿を言

い当てているからであろう。彼は、修士課穏修了後にハーバードを離れ、再び、ハーバードに

震るという一種の円擦の状況を体験する。その後、設は博士課程に進学して研究を始める。

それは同時に、両親の成護のもとで祖父の成肢を感じることでもある。そのため彼は、母患

でその重圧を何とかして終わらせたいという願いを抱いたと思われる。二番目の文は彼に、

そうした自分の置かれている立場を気づかせたのであると思われる。

1914年、エリオットはハーバードからシェノレドン在外研究奨学金（SheldonTraveling 

Fellowship）をもらい、再びハーバードを離れる。その目的は、ブラッドリーの弟子である

イギリスの観念論哲学者 HaroldJoachim (1868-1938）の指導のもとでブラッドリーの哲

学を勉強するためである。その行動は、現実在関避するための海外留学である（Ackryod54) o 

その背景には、祖父の見えない威圧を振り払いたい患いがあることも軽視できないであろうひ

その態度を後押ししたのが彼の哲学の勉学であると思われる。具体的な時期は判明で、きない

が、学生時代の彼は、イギリスの哲学者 Da吋dHume (1711-76）の nquiriesα1ncerning 

the Human Understanding andαincerning the Prinα(pies ofJ.協 iralsの次のような文に、

印を付けたりあるいは下線を施したりしている。

Why has the will an in宣uenceover the tongue and五ngers,not over the heart or 

liver? This question would never embarrass us, were we conscious of a power in the 

former, not in the latter. (65; passage marked by Eliot in the margin; Cuddy 75) 

But consciousness never deceives us. Consequently, neither in the one case nor in 

the other, are we ever conscious of any power. We learn the influence of our will 

をomexperience alone. (66; Elioずsunderling; Cuddy 75) 

The command of the mind over the itself is limited, as well as its command overt the 

body; and these limits are not known bv reason (68; Eliot’s underling; Cuddy 76) 

舌や指は、彼が自分の患いを自問自答したり警察いたりするのに必要な器官であったと患われ

る。これらの器官に及ぼす意志の影響力が注目される。その影響力を意識する必要がある。

この意識状態のもとで意志の影響力を学ぶのは経験からである。精神の自制は理性から得ら

れない。

ここでエリオットと上に引用された文とのかかわりから読み取れるのは、彼が理性による

認識よりも経験を重視することである。祖父の存在を絶えず認識していた彼は、その認識を

振り払うために経験を重んじることを学んだと ょう。このことが、概述した理由で彼が



海外商学する意志を哲学の勉学の面から支えたのであると考えられる。

とにリオットは、イギリスのオックスブォ…ド大学で哲学を研究する前、 ドイツの都市マー

ルブノレク（Marburg）に蒋在して夏期講壊を受けるつもりでいた。彼はこの諜在先から、エ

イケンに手紙を送り、旅の疲れをとるため、のんびりと渦ごしていることを報告している（25

July 1914, Letters, 49・50）。その手紙には、未発表の持“Ohlittle voices of the throats of 

men”が同封され、次のような詩行が書かれている。

Appearances, appearanees, he said, 

And nowise real; unreal, and yet true; 

Untrue, yet real;-ofwhat are you a台泊d?

Hope白lofwhat？…

No other time but now, no other place than here, he錨 id.(Letters 50; nventions 75) 

彼は、所有する ThePhilosophy of Kantの文章“Forthe truth is, that however far we 

may carry our investigations into the world of sense, we never can come into contact with 

aught but appearances”（37）に、1913年3月3告の日付を記入している(Inventions259n）。

彼はまた、同年6月にブラッドリーのAppearancesand Realiかを購入し（Ackroyd48）、

その後にこの哲学者が著した本を熱心に読んでいる（Smith94）。これらの事実から察して、

上の詩行の“Appearances＇’（“appearancesつはブラッドリーの哲学概念を指しているであ

ろうし、“he”はブラッドリーを指している（Mayer142）であろう。“Ohlittle voices of the 

throats of men”をエリオットの人生の自問の詩と解釈すれば、語り半は詩人であると言える

し、“you”は詩人自身の内面の自己であると言える。

ブラッドリーにとって、あらゆる観念に祷る真理やあらゆる存在に指る実在が目指す所に

は「絶対者」の生命があったし、われわれの感覚による仮象と実在とは密接な関係にあった。

それらのことを学んでいたエリオットは、こうした仮象の性質を“nowisereal; unreal, and 

yet true; I Untrue,yet real，，として表現しているであろう。また、“ofwhat are you 

a仕aid?I Hopeful of what？”は、彼が人生の選択について自問していることをボ俊している

であろう。彼がこの自聞から下した結論は、今いる所でその選択を決断することである。

4 

ところが第一次世界大戦（1914-18）の勃発のため、エリオットは公開講座を受けること

なく急逮マールブルクを去り、 1914年8月にロンドンに到着して、 10月にオックスフォー

ド大学マートン・カレッジ（MertonCollege）に籍を寵く。彼は、こにイケンの紹介により、

ロンドンを拠点にして現代と渦去を併置して文学の改革を推進していたパウンドのアパート

を訪問する。彼はアメリカにいたとき、この文学改革推進者に特別な感情を持っていなかっ

たし（P五mpton98）、訪関した当初も間じような感懐を抱いていた（＇ 'ToConrad Aiken，＇’30 



Sept. 1914, Letters63）。

パウンドの方は、会ったときからエリオットの詩の才能を見抜き、通倍員をしていたシカ

ゴの雑誌Poet弓Yの主事者で女流詩人・批評家 HarrietMonroe ( 1860…1936）に彼の詩を

高く評価する手紙を番き綴る（30Sept. 1914, The Letters of Ezra.Pound 80; Oct. 1914, 

Le胎 '1"S81) 0 その結果として、彼女の雑誌の 1915年 6月に＂TheLove Song of J. Al企d

Prufrock＂が発表され、彼女の雑誌の再年初月に 1915年作の 3つの詩（＇'TheBoston 

Evening Transcript＂、“AuntHelen”、“CousinNancy'＇）が岬 rhr関 Poems”という表題で

発表される。また、パウンドの尽力で、文学改革の運動の仲間である WyndhamLewis ( 1884 

-1957）が主宰する Blastの 1915年 7月iこ“Preludes”と“Rhapsodyon a Windy Night" 

を収めた“Poems”が掲載される。このようなパウンドの文学に対する並々ならぬ情熱を目

撃して、エリオットはロンドンで詩作を再開する決意をする（“EzraPound”327）。その決

意が、二通の手紙（＇"lbMrs. Jack Gardner.，” 10 July? 1915, Letters 116；吋bL. B. R. Briggs," 

10 July 1915, Letters 118）からもうかがわれる。

イギリスでのエリオットの人生に目を向けると、第一次世界大戦中の震苦しい時世のもと

で、彼はイギリスに住むべきかハーバードに帰るべきかなどについて悩んでいる（“To

Conrad Aiken，”25 Feb. 1915, Letters 95-96）。そうした不安定な精神状態の彼の心をとらえ

たのが、 1915年6月26日に電撃結婚することになるイギリス人のヴィヴィアンである。彼

女がむボートの攻撃による身の危険を告げたので（Ackroyd65）、同年7月下旬iこ設は、単

身で婦毘して両親に近況を報告する。被は、知らせを受けた両親から博士論だけは完成する

ようにという嘆願を受け入れて、約 1ヶ月後にイギリスへ戻る。 4月に博士論文

“Experience and the Object of Knowledge in the Philosophy of F. H. Bradley，，が書き上げ

られ、母校のハーパ…ド大学に郵送される。しかし彼は、口述試験に出席しなかったため、

学位を取得することがで、きなかった。当時の彼は「絶対者j への不信と哲学研究の放棄をす

でに決顕していたのである門bNorbe抗 Wiener.，” 6Jan. 1915, Le倫 rs88）。このような彼

の決断に大きく関与していたのが、文学への関心を改めて関按させたバウンドの存在と、将

来の人生設計を支える新妻の存在であると替えよう。したがって、彼の学位誇求論文は両親

への義務感による脱稿であった（Brooker8）。

エリオットは祖父の代わりの対象として「絶対者Jを信奉することにより、前者の重圧を

少しでも軽減しようとした。しかし、パウンドとヴィヴィアンの影響を受けて「絶対者Jに

全幅の信頼を置かなくなった。そこで、学佼論求論文の記述内容を参考にして、彼がこの哲

学概念についてどのように対処しようとしたのかを論考したい。この学位藷求論文は、

Knowledge and Ex:perience in the Philosophy of F. H. Bradi4ξyとして改題されて、 1964平

に出版されている。 1964年の出版本の最後の文章で＼「絶対者jに触れている。ここでは、そ

の文章に注意を払ってみよう。

’The Absolute, we痘nd,does not fall within. any of the classes of objects: it is neither 



real nor unreal nor imaginary. But I do not think that supersubtle defence is 

necessary. A metaphysic may be accepted or rejected without our assuming that 

仕omthe practical point of view it is either true or false. The point is that the world 

of practical ver~ification has no de直nite仕ontiers,and that託 isthe business of 

philosophy to keep the仕ontiersopen. If I have insisted on the practical 

(pragmatic?) in the constitution and meaning of objects, it is because the practical is 

a practical metaphysics. It is because the practical is a practical metaphysics. 

And this emphasis upon practice-upon the relativity and the instrumentality of 

knowledge-is what impels us toward the Absolute. (169) 

ブラッドリーの f絶対者Jを否定的に表現する記述自体がこの完成態に対するエリオットの

懐疑的な姿勢が読み取れるであろう。形而上学の真偽について実践的な視点が導入されて、

哲学の任務が同定されない柔軟な思考に基づくべきであると力説されている。ブラッドリー

の哲学では、 f絶対者jと仮象の不可分の関係が述べられていた。そうした認識による実践そ

のものに目を向けて、発換問の相対性や程度・度合だけがことさら主張されている。これら

の主強が、 f絶対者j への不信と哲学研究の放棄を間接的に示唆しているように思われる。

エリオットは、絶えず威圧を感じる祖父に取って代わる対象として、ブラッドリーの f絶

対者j を考えていた。それは、心の平静を得て、自分の人生の道筋を決めたいからである。

被の決断の手助けとなったのが、学生時代にヒュームの経験重視を知ったことである。この

経験重視の考えが上の文芸部こ克られる実践の強調に反映されていると言える。学位誇求論文

を執筆中に、彼にとって重大な経験があった。それが、バウンドやヴィヴィアンとの出会い

であった。その出会いが一国となって人生に転機が訪れ、エリオットはイギPスiこ留まって

詩作じ専念することになる。そのことが、祖父の重圧からの逃れようとする援の新たな人生

の選択でもあったと言えよう。

おわりに

1910-15年におけるエヲオットの学生時代の入生を考えるとき、軽護できないのがヱヲ

オット家の支柱で、あった撞父の脊在とブラッドヲーの中心的な哲学概；念 f絶対者jである。

家庭で両親による祖父の偉大な生涯を教えられたことにより、容易に消すことのできない

偉人の威圧感がエリオットに襲い掛かっていた。人生の活路を見出すため、後は二度の現実

逃避を試みる。その際の希望の光とでもいうべき対象として、被辻哲学研究で学んだ f絶対

者jを選択する。この哲学概念は仮象と相対的な関係で結ばれる。この仕組みは、実は、祖

父とエリオットの人生との関係にも当てはまる。彼は、 f絶対者jを信奉することにより援父

の重圧を取り除こうとしたが、この重圧が故然として彼の行く先々に付いて回るのである。

そこで被は、同じ哲学研究で知った実践的な経験を生かして、バウンドの影響により文学に

専念し、ヴィヴィアンの影響により新たに生きる力を求めることになる。
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以上の考察から、祖父と f絶対者j を強く意識しながら、エリオットは勉学と人生に向か

い合っていた。したがって、このような点に注目して論を進めたことは、 1910-15年にお

ける彼の人生の一面を理解する際に有益である。

注

1. この派については、次のような解説を参熊。

「三位一体論を蒼定、単一人格の神を主張し、イエス・キリストの神性を認めず、その

頬罪を無意味とし、聖霊を神の現存とする教派。人類愛を唱えた社会的な改革にも関

心が強い。J（『掛波キリスト教辞典』 1144)

2. 公表されている現行の詩からの引用はすべて Theα1mplete Poems and Plays of T. S: 

Eliotによる。括弧内の数字はこの作品全集の東を表す。

3. この点については、拙稿 rT.S.ヱリオットの初期の詩と母親j を参熊。
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